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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
研究の背景と目的 
  物語絵本とは、ある物語(a story)を絵本の形式で語った書物を指す。1878年に、Randolph 
Caldecott(1846-86)による２冊の絵本、The House that Jack BuiltとThe Diverting History of 
 John Gilpinが出版されてから、絵本という表現形式を活かして数多くの物語が語られ、読者を楽しませ
てきた。 
 近年の絵本研究の中心的な課題は、絵と言葉の表現に関するものである。とくに、語り(narrative)の方
法に関心が集まっている。一方で、伝統的な文学研究法のひとつである作家研究には実りが少ない。しか
し、作家がなぜ物語絵本を制作するのかを考えること、さらに、作品の個性がいかにして生成され、発展
したのかをみつめることは、物語絵本の特質だけではなく、その存在意義を明らかにするうえでも重要で
ある。 
 そこで本研究では、Tomi Ungerer（1931-,以下トミ・ウンゲラー）と、彼が1957年から2013年末までに
発表した物語絵本25作を対象とし、近年の絵本研究の主流である表現論と伝統的な文学研究手法である作
家論を複合した物語絵本研究を試みた。ウンゲラーの物語絵本は日本では半世紀にわたって読み継がれて
きており、出版部数120万部を超えた人気作もある。しかし、ウンゲラーとその物語絵本に関する総括的な
研究の成果は、日本においても海外においても、発表されていない。 
  
 本研究で取り組んだ課題は、次のとおりである。 
1) ウンゲラーの物語絵本の特徴を、作品分析を通じて明らかにする。 
2) ウンゲラーの伝記的事実と彼が生きた社会的文脈のなかに彼の物語絵本を置き、作品の独自性がいかに
生成されたかを分析し、叙述する。 
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3) 以上の成果を踏まえて、物語絵本とはなにかを再考し、その歴史において、また作家自身にとって、ウ
ンゲラーの物語絵本がいかなる存在かを探求する。 
 
論文の構成 
 本論文は２部構成とした。第１部では、ウンゲラーの物語絵本の「表現」の特徴を４つの視点から分析
し、叙述した。第２部ではウンゲラーの物語絵本の独自性がいかに「生成」されたかを、作家の個人史と
彼が生きた時代をたどることで、明らかにした。最後に物語絵本とはなにかを問い、物語絵本史と作家自
身における、ウンゲラーの物語絵本の存在意義について論じた。 
 
論文の概要 
序論 
 本研究の背景と目的を述べた。 
第１部 表現 
 第１章では、ウンゲラーの物語絵本25作を、
主たる登場者の属性ごとに整理し、登場者の
選択の傾向を調べ、主題やプロットとの関係
について考察した。 
 第２章では、Max Lüthi（1909-91）らによ
る先行研究に学びながら、ウンゲラーの代表
作、The Three Robbers(初出1961,英語版196
2)の表現様式に、ヨーロッパ昔話との類似点
が多くあることを指摘し、その効果を論じた。 
 第３章では、主題の描き方に関心を向けた。Zeralda’s Ogre（1967）における「食」とNeue     Freun
de（2007,日本版2008）における「希少性」の描き方に注目し、他の作家の絵本と比較しながら、その特徴
を明らかした。  
 第４章では、Maria Nikolajeva（1952-）とCarole ScottによるHow Picturebooks Work(2001)に学びなが
ら、ウンゲラーの物語絵本において、絵と言葉がどのように存在し、機能しているのかを分析した。さら
に、The Beast of Monsieur Racine(1971)における、言葉が語る物語とは別の次元の表現を有する、虚構
という枠を自ら壊すことで、あるメッセージを発するメタフィクショナルな「描かれた枠」の存在を確認
した。 
 以上４つの観点から、ウンゲラーの物語絵本における表現の特徴を分析した結果、１）登場者に付随する
ステレオタイプなイメージとそれを利用した、あるいは鮮やかに裏切るプロットを組み合わせて、物語が
語られていた、２）昔話の語りの型を活用することで、普遍性を備えた物語絵本が制作された、３)作品の
主題は、複眼的な思考で取り扱われ、その両義的な側面が、物語性を損なうことなく描かれていた、４）
絵が言葉より大きな力をもち、ときに言葉が語る物語を超えて、それ自体が豊かな表現性を有する表象を
内在させた作品がある、ことが明らかになった。 
『Tomi Ungerer の物語絵本—表現・生成・存在—』章立て 
序論 
 第１部    表 現    
  第１章 登場者 
  第２章  表現様式 
  第３章  主題 
  第４章  絵と言葉 
 第２部   生成と存在 
  第１章 アルザス人、ウンゲラーの物語 
  第２章 絵本作家、トミ・ウンゲラーの物語 
  第３章 物語絵本考 
 結論 
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第２部：生成と存在 
 第１章では、自伝 Tomi: A Childhood Under the Nazis(1998)を一次資料とし、ウンゲラーの子ども時
代をたどり、作品の個性との関わりを確認した。ドイツとフランスの国境に接するアルザス地域圏で育っ
た彼は、第２次世界大戦によるナチスの支配を経験し、戦後はフランス政府による同化政策に苦しんだ。 
ウンゲラーの物語絵本を形成する「ステレオタイプ」、「型」、「枠」を用いた表現技巧には、彼の人生
が反映されているとの見解を示した。 
 第２章では、ウンゲラーが1956年から1971年まで暮らしたニューヨーク市での日々をみつめ、ウンゲラ
ーの活躍と作品の変遷を、社会の変化を視野に入れながら叙述した。さらにニューヨーク時代に制作され
た物語絵本を「子ども像」に注目して分析的に読み、評価した。 
 第３章では、物語絵本について再考するとともに、物語絵本史と作家自身にとって、ウンゲラーの物語
絵本がいかなる存在意義をもつかを論じた。 
  
結論 
 研究の結果、次のことが明らかになった。 
 １）人間の根源に関わる主題を扱いながらも、斬新な着想と「ステレオタイプ」、「型」、「枠」など
を用いた語りの技巧、および優れた視覚表現によって、読者に驚きと楽しさを届けてきた絵本作家トミ・
ウンゲラーとその物語絵本の存在は、物語絵本史に記録されるべき独自性を有する。 
 ２）ウンゲラーの物語絵本の個性とそれを創出している表現には、彼が生きた時代、アルザスでの子ど
も時代やニューヨークでの日々の影響が認められる。 
 ３）物語絵本は、読者にとってだけではなく、作家にとっても特別な存在意義をもつメディアとなりう
る。「子どものために絵と言葉で語る」という行為が、作者の過去に意味を加えることがあるからである。 
 
本研究の意義 
 『Tomi Ungererの物語絵本 表現・生成・存在』は、ウンゲラーの物語絵本に関する、世界で最初の包
括的な研究となった。 
 本研究の特色は、作品論と作家論を複合しながら、物語絵本の表現とその誕生に関心を向けた点にある。
作品中心の研究だけでは見えてこなかった、表現や技巧の選択における、作家の思想や人生、彼が生きた
時代の影響を示すことができた。 
 本論の副題を、「表現・生成・存在」とした理由は、ウンゲラーの物語絵本の個性が、彼の意図だけで
生まれたものではなく、彼が生きた社会や時代の産物でもあると考えたからである。商品であり、子ども
に向けられた文学、芸術である物語絵本の個性は、時代のなかで育まれるが、時代によって、その存在を
隠されることもある。だからこそ、物語絵本の質は、異なる時代や文化を生きる大人たちによって、なん
ども検討され、研究し直される必要がある。アルザスで生まれ、アメリカとヨーロッパで活躍してきたト
ミ・ウンゲラーと彼の物語絵本を日本で研究することの意味も、その点にある。 
 主題や技巧における、エポックメイキングな作品を中心として編まれた絵本史は、すでに発表された。
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しかし、主題や技巧がいかに選択され、誕生したのかに関心を向けた物語絵本の発展の歴史は書かれてい
ない。物語絵本の事例研究ともいえる本研究の成果は、いつか編まれる物語絵本の発展史にも貢献するも
のであると考える。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
本論は、われわれの暮らしに身近な文学、芸術である物語絵本を研究対象に選び、とりわけアルザ
ス生まれの絵本作家トミ・ウンゲラーの物語絵本について、表現論と作家論の二つの方向性から、物
語絵本の特質と、その存在意義を明らかにしたものである。 
絵本が子どもたちの文化や生活の中で持つ意義の大きさについては、すでに認められてきているが、
絵本についてのアカデミックな研究はまだ始まったばかりである。しかも近年の絵本研究は、個別の
作品の絵と言葉の表現に関するものが中心であり、伝統的な文学研究手法である作家研究は、まだま
だ少数の有名作家についてしか行われていない。だが、作家がなぜ物語絵本を製作するのか、作品の
個性がいかに生成され、発展するのかを見つめることは、物語絵本の特質のみならず、その存在意義
をも明らかにするうえで非常に重要である。 
本研究はそのような視座に立ち、絵本作家トミ・ウンゲラーと、彼が 1957 年から 2013 年末までに
発表した物語絵本 25 作を対象とし、表現論と作家論との複合から、ウンゲラーの物語絵本研究を試
みた。彼の物語絵本についての包括的な研究はいまだ日本でも海外でもなされたことはなく、本研究
はその最初の試みであるといえる。 
 
本論文の構成は以下のとおりである。 
 
第一部「表現」 
第一章 「登場者」 
第二章 「表現様式」 
第三章 「主題」 
第四章 「絵と言葉」 
 
第二部「生成・存在」 
第一章 アルザス人、ウンゲラーの物語 
第二章 絵本作家ウンゲラーの物語 
第三章 物語絵本考 
 
 第一部は、絵本の表現に焦点をあてた多角的な作品研究であり、第一章では初期の作品から現在
に至る、彼の物語絵本に登場するキャラクターに注目した。その結果、初期には動物が多く、しだ
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いに人間の子どもが主役になるなど、変化があることが認められたが、その一方で、登場人物に付
随するステレオタイプ、定型的なイメージを巧みに利用し、またはそれを鮮やかに転覆させること
で、ウンゲラーが斬新な物語を作っていることが明らかになった。 
続く表現様式の分析では、ウンゲラーの絵と文によるテクストには、ヨーロッパ昔話の表現様式
が用いられていることを指摘し、昔話の美学を論じたマックス・リュティの様式論を援用して、い
っけん平凡で深みがないと批判されたウンゲラーの物語には、昔話的な抽象性が付与されていると
結論付け、そのおかげで普遍性と多義性を持つことになったと結論付けた。 
 主題については、主に二冊の絵本を取り上げ、その主題が＜食＞という人間の生の根源的な問題
に触れつつ、社会の中のマイノリティの生き方という非常に今日的でありかつ普遍的な問題を扱っ
ていることを示し、その両義的な側面が物語性を損なうことなく語られていることを分析した。 
 四章目では、ニコラエヴァとスコットの理論に基づき、絵と言葉の力関係に注目し、ウンゲラー
の絵本では、この二つが「敷衍・補強」、「対立・矛盾」の関係を取って主題を力強く表現しているこ
とを確認。また枠のもつ効果にも注目し、切り取られたり、乗り越えられたりする枠が表現するメタ
的効果についても叙述した。 
 
第二部では、第一部で確認したウンゲラーの物語絵本の特長が、どのように生まれてきたのか、そ
れはどんな意味があったのかということを考察した。まず、第一章と第二章ではアルザス地方、スト
ラスブールに生まれたウンゲラーの個人史をたどり、ドイツ、フランス、アルザスという三つのアイ
デンティティに引き裂かれた幼年時代の経験から、アルザス人特有の「ミメティスム」（擬態）を身に
着けたことが、第一部で述べてきた表現方法に影響を及ぼしていることを例証した。しかし、彼が自
分の「ミメティスム」を自覚したのは、その後のニューヨーク生活を経てのことと思われる。1960
年代のアメリカで、イラストレーター、キャッチコピーライターなど、多彩な活動を通じて、政治や
アートの世界の持つ権力志向や異端者排除の思想に気づいたウンゲラーは、絵本の中の「子ども」の
姿に救いを求めたが、過激なポスター作家としても知られる彼の物語絵本は子どもにふさわしいのか、
というアメリカの児童図書館の批判にあって、商業的には失敗を迎えてしまう。ここには、物語絵本
は商品であり、社会の中の一部であり、であるからこそ、作品の評価は時代を超えてなされなければ
ならないということが再確認された。 
最後に、そもそも物語絵本とは何か、どういう意味を持っているのかを考察し、ウンゲラーにとっ
て物語絵本を創作することの意味について分析した。言葉と絵によって連続した物語を描く物語絵本
は、混沌たる現実に意味を与えようとする人間の根源的な行為であり、時間軸に沿って絵が展開して
ゆく物語絵本は、幼い子どもからおとなまで、自然に読み取ることのできるメディアである。 
ウンゲラーにとっての物語絵本とは、彼が遭遇し、巻き込まれた不条理な出来事を意味つけるため
の重要な行為であったに違いない。しかし彼はそれを直接に物語絵本に持ち込むことはなく、経験か
ら生み出された哲学を、抽象化し、簡潔でかつ表情豊かな表現で、「楽しく」絵本に書き表したのであ
った。彼の物語絵本は、読者に読む楽しさと同時に、さまざまな束縛から解放する力を持っている。 
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 以上のことから、本論文では、トミ・ウンゲラーという絵本作家の表現の豊かさを例示することで、
作家の創作行為と作品の質を評価し、物語絵本というメディアの意義を叙述し、それを通じてウンゲ
ラーがなしえたことを確認したといえる。 
本研究は、トミ・ウンゲラーという作家の世界で初めての包括的研究であると同時に、これから蓄
積されてできあがっていくであろう絵本史研究の中の重要な一石となるだろう。 
 
これまでほとんど例のなかった絵本作家の包括的研究であり、作品の詳細な検討と分析に加え、ス
トラスブールでのフィールドワークも加味して、はじめてのトミ・ウンゲラーの作家論を書き上げた
という点において、大きく評価できる。さらに、その作家論が今後の絵本作家研究にひとつの方法論
的示唆を与え、一つの道筋を与えたという点でも、意義深い。以上の点から審査委員会は、本研究の
課題の意義、研究手法の妥当性、確かな分析力によって新しい知見が得られたことについて高く評価
し、博士（学術）の授与に値すると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
